
  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
      

      

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Next Generation は青少年（ＹＹ）コーナーの情報紙です。 

 ☆ ＣＯＮＴＥＮＴＳ ☆  

体育の時間 / 特集 平和のほん / 課題図書･お知らせ 

上尾市図書館  上尾市上町一丁目７－１  TEL 048-773-8521 

                           ＨＰ  http://www.city.ageo.lg.jp/ageolib/ 

参考 

『めざせ!ダンスマスター』１～３〔799〕 

村田 芳子／監修 岩崎書店 

 

R７年７月発行 

体育の時間 
みなさんダンスは好きですか？得意？それとも苦手？ 

ダンスってもともとは心やからだが感じるままに体を動かすこと

から始まりました。カッコよく踊れても踊れなくても自由に体を動

かして楽しんじゃいましょう。 

今回はダンス関する問題です。ぜひ挑戦してみてね。 

 

Let‘ｓ ｄａｎｃｅ！ 

Q１． 

ダンスのフォーメーションで、複数が

いっせいに同じ動きでおどることを

なんという？ 
 

① シンメトリー 

② コントラスト 

③ ユニゾン 

 

 

Q３． 

ヒップホップダンスの種類で、かぎ

をかけるようにダンスの流れをピタ

ッと止めるのが特徴のダンスは次の

うちどれ？ 
 

① ロックダンス 

② ポップダンス 

③ ブレイクダンス 

 

 

Q２． 

フォークダンスの「マイムマイム」は、

どこの国で生まれたもの？ 
 

① アメリカ 

② イスラエル 

③ 日本 
 



★ 戦後８０年だからこそ！ 

『パンに書かれた言葉』 朽木
く つ き

祥
しょう

/作 小学館 〔913.6 ｸﾂ〕 

イタリア人の母と広島出身の父を持つエリーは、東日本大震災後、気分がすぐれないなか、イタリアの祖母のもとへ行きます。そ

こで、祖母からナチスドイツの犠牲
ぎ せ い

になった友人や兄の話を聞きます。日本に帰ってきて今度は広島の祖父のもとに行き、祖父

から原爆で犠牲になった大叔母の話を聞きます。今年は戦後８０年、身近に戦争のことを語る人が少なくなってきて記憶が薄れ

ていっているかもしれません。エリーも祖母や祖父の話を聞くまでは遠い昔のできごととしか思っていませんでした。東日本大震

災、ナチスドイツ、原爆、時代や場所は違うけれど経験者の思いは共通しています。 

読むのがつらくなる描写も出てくるけど、エリーといっしょに考えてみませんか。 

 

 

★身近なところから平和になろう 

『世界を平和にする第一歩』 

河出書房新社/編 発行 〔319.8〕 

現在、世界各地では様々な理由により紛争が 

起こっています。みなさんも「なぜ争いが起きるのだろう。」と考え

たことがあるでしょう。この本は、社会で活躍する作家、料理人、

ピアニストなど３０歳以下の１９人が「平和」について考えたエッセ

イ集です。「平和」という大きなテーマをそれぞれの視点で語って

います。平和を実現するためのヒントを見つけてみよう。自閉症

を抱える作家の東田直樹さんは、「戦争とは何ですか？」と尋ね

られたら、「人生の中で絶対に遭遇
そうぐう

してはならないできごと」と答

えるそうです。巻末に「世界を平和にする第一歩おすすめブック

ガイド」もあります。 

★「デッドエンドの青春」なんて、絶対に、い・や・で・す！ 

『川滝少年のスケッチブック』小手鞠るい/作 川瀧喜正/絵 講談社〔913.6 ｺﾃﾞ〕 

本書は、８０年前の戦争を生き抜いた少年のリアルなスケッチ記録に、創作物語を組み合わせた作品です。その少年とは、９１歳

になる、作者の父親。愛媛県の自然や地域文化に抱かれて、楽しく生き生きと暮らしていた少年たちが、わけもわからぬうちに戦

争に巻き込まれ、いつの間にか命の危機に立たされてしまったのです。表紙を見てもわかるように、スケッチはマンガのように見

やすくて、読者の想像を助けてくれるでしょう。１９４５年６月に少年は、地獄絵のような残酷な状況に慣れすら覚え、「人間とは、

なんにでも慣れる生き物なのだと思った。戦争が恐ろしいのではなくて、戦争に慣れることのできる人間こそ恐ろしい存在なのか

もしれない。」と記しています。それぞれが、常に平和を意識して人生を歩んでいることが、みんなを守ることにつながる？ティーン

の人たちもたくさん考えてみてください。 

★アフガニスタンに平和をもたらす 

『カカ・ムラド〜ナカムラのおじさん』 

ガフワラ/原作 さだまさしほか/訳･文 

双葉社〔333.8〕 

中村
なかむら

哲
てつ

さんを知っていますか？中村さんは医師として３５年間

にわたりアフガニスタンとパキスタンで病気や水不足に苦しむ

人々を救い続けてきました。でも、２０１９年にアフガニスタンで

銃に撃たれて亡くなりました。中村さんの功績
こうせき

を後世に伝えるた

めに作られたのが、この本に載っている２冊の絵本です。水不

足で小麦も野菜も取れず、患者がどんどん増えていくなか、中

村さんは病気をなくすにはまずきれいな水が必要と考え、井戸

を掘って、さらには用水路を作ります。もちろん医師である中村

さんは用水路を作る知識も経験もありません。それでも勉強し

て村人とともに用水路を完成させました。生活のために軍隊に

入る人が多かったアフガニスタン人が「小麦が作れるようになっ

て銃を持たなくてもよくなった」といっているのが印象的です。 

★困っていたら声を上げる、が正解！ 

『遠くの人と手をつなぐＳＯＳの届け方』 

千葉望/著 理論社 〔369.4〕 

豊かなはずの日本で三度の食事にも事欠
こ と か

いている子どもたちが

いて、その子らへの支援が「子ども食堂」として始まり、２０２２年

には全国で７３６３カ所に急増。作者によると「貧困」とは、お金

や物の不足だけでなく、人とのつながりが足りないという意味の

貧しさもあるそう。この本では、家や学校ではない場所から、子

どもたちに手を差し伸べる活動をする人々を取材してまとめてい

るよ。お寺でやっている子ども食堂、学習・体験活動を届ける放

課後施設など、活気があって安心できる場所があるんだな。思

春期は、なかなか「助けて」と言い出しにくい年頃だけど、ご飯に

事欠くとか、虐待を受けたとか、子どもでは解決できない苦しみ

に助けを求めることは恥
はじ

でも何でもなく、生きていくために必要

なのだ、と書いてある！ 

 

ｓｅａｓｏｎ２・その 16 相互
そ う ご

貸借
たいしゃく

について 

上尾市図書館に所蔵していない本を、埼玉県内の 

公共図書館から借りることができるよ！ 

約２５００万冊の本にアクセスできちゃう。これはスゴイ！ 

☆まずは、「横断
おうだん

検索
けんさ く

」してみよう 

「埼玉県内図書館横断検索」で本のタイトルなどを入れて検索してみて。 

埼玉県立図書館のウェブサイトをのぞいてみてね。 

上尾市図書館ウェブサイトのリンク集からも GO！ 

☆次に、「ﾘｸｴｽﾄカード」を出そう 

  上尾市内の図書館のﾘｸｴｽﾄカードに記入してカウンターに出してね。 

  記入方法はカンタンだけど、困ったら気軽に聞いてね。 

  ※各図書館の都合により、借りられない場合はお知らせするよ。 

☆あとは、到着までしばらくお待ちを！ 

埼玉県立図書館の車で、運んできてくれます。ありがたい～(^^)/ 

車の巡回は週 1回なので、ちょっと気長に待ってね。遠くからキミの 

  為にやってきた本…大切に利用して、返却期限は必ず守ろう。 

埼玉県民みんなで気持ちよく利用したいね♪ 

このコーナーでは図書館の使い方などをナビゲートするよ。 

ちょっとしたコツをつかむと便利だよ!(^^) 

 

 

学校生活にスグ役立つ本～夏休み！チャレンジ応援回～ 

今回のテーマは｢美術鑑賞｣と｢資格検定｣だ！ 

○美 『るるぶ びじゅチューン！の旅リターンズ』 

JTBパブリッシング 〔706〕 

夏休みに、ミュージアム巡りなんていかが？館内は涼しいよね！Ｅテレ番組「びじゅ

チューン」で取り上げられた美術作品の中で、日本国内で鑑賞できるものをピックア

ップして紹介しているよ。「トーハク」こと東京国立博物館は、もう圧巻
あっかん

！今年は浮

世絵人気でしょうか？「本物を見てみたい！」という好奇心が大事。ミュージアムグ

ッズ＆カフェ情報も掲載。美しいものを見て、感じたことを記録してみませんか？ 

○資 『きみも博士になれる！子ども資格･検定ハンドブック』 

       しおうらしんたろう/文･絵 ポトス出版〔366.2〕  

英検、数検、漢検…それはよく聞くけどさ。 

もっと個性を出してハツラツと、自由な気持ちで 

チャレンジできるものはないかな？はい、あります！ 

子どもから受けられるものが。天文宇宙検定、恐竜学検定、山の知識検定（ヤマケ

ン）、ジュニア･スイーツコンシェルジュ検定、子どもエコリテラシー検定、いぬ検定に

ねこ検定も！？どんな問題が出るんだろう。受験方法や費用も確認できるよ。 

 

 

★同調圧力から平和を考えよう 

『ぼくたちがギュンターを殺そうとした日 』  

ﾍﾙﾏﾝ･ｼｭﾙﾂ/作 渡辺広佐/訳 徳間書店〔943 シ〕 

舞台は第二次世界大戦終戦直後、混乱期のドイツです。主人公フ

レディは両親と離れおじさんたちと暮らしています。その村に難民

の少年ギュンターが幌
ほろ

馬車に乗って母親とやってきますが、ある日

ふとしたことから、フレディたちはギュンターをいじめてしまいます。

いじめの発覚を恐れたリーダー格のレオンハルトがみんなでギュン

ターを殺そうと言い出して・・・いじめから「殺す」ことを計画するまで

にエスカレートしていく少年たちの様子が描かれています。「いじ

め」「同調圧力」は現代社会にも通じるテーマですが、終戦直後と

あってどの登場人物にも戦争の影響が残っているのです。作者の

実体験に基づいた物語で、フレディが自分自身とのこと。 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

                              

                    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『わたしは 

食べるのが下手』 

 天川 栄人／作 

小峰書店 [913.6 ﾃﾝ]  

『「コーダ」のぼくが 

見る世界』 

 五十嵐 大／著 

紀伊國屋書店 [369.2] 

『スラムに 

水は流れない』  

ｳﾞｧﾙｼｬ･ﾊﾞｼﾞｬｰｼﾞ／著 

あすなろ書房 [933 ﾊﾞｼﾞ]  

図書館で皆さんのこころを満たしてくれる一冊を、じっくりさがしてみてね♪ 

 

★表紙『体育の時間』のクイズの答え Q1→③ Q２→② Q３→① 

 

 

『銀河の図書室』 

名取 佐和子／著 

実業之日本社 [913.6]ﾅﾄ] 

レファレンスタイム
図書館員が調べ物の相談にのります。読書感想文、自由研究や工作など何でも 

聞いてください！涼しい図書館で図書館員と一緒に調べてみませんか？ 

 

・日時：令和７年 7月 29日（火）・8月５日（火）・19日（火） 

14時から 16時 30分 

・場所：図書館本館１階児童室 おはなしのへや 
 

 

『夜の日記』 

ｳﾞｨｰﾗ･ﾋﾗﾅﾝﾀﾞﾆ／著 

作品社 [933 ﾋﾗ] 

 

ﾅﾄ] 

『鳥居きみ子』  

竹内 紘子／著 

くもん出版 [289 ﾄ] 


